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幼児の発達と言語表現活動
一丁幼児の「つぶやき」の観察（上）

小林洋文＊・山崎ひと美＊＊

Ⅰ．研究の目的と方法

［研究の日的］本研究は，方法論としての「臨

床幼児教育学」研究の試みの一環である。臨床医

学が「患者の治療を目的とする医学」であり，臨

床医が「患者に接して診断・治療を行う医師」で

あり，そもそも臨床とは「病床に臨んで実地に患

者の診療にあたること」（『大辞林』三省堂）であ

るように，幼児教育学もまた幼稚園・保育園（場

合によっては家庭）の現場に積極的に臨んで実地

に子どもや保育者（親）に接し，あるいは実践記

録を分析しながら，それらの経験知を集約して子

どもの発達と教育の研究を進めなければ，その有

効性が問われるであろう。

そこで今後しばらく，現場経験者の手になる，

埋もれたままになっていると思われる保育実践の

記録を，現場経験者の協力を得ながら収集・整理

する作業を継続していきたい。本研究は，9年間

幼稚園教諭として現場で幼児教育に携わってきた

山崎ひと美（本年3月退職）と始めた共同研究の

第一報である。

子どもの表現活動には，身体的表現（ダソスな

ど）・造形的表現（絵画，製作など）・音楽的表現

（歌う，楽界演奏など）・言語による表現（話す，

書くなど）など多様な表現形態がある。本研究の

目的は，人間の諸能力の発達におけるそうした子
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ども自身による「表現活動」の役割に改めて注目

し，その意義について考察を深めることにある。

今回はとりわけ「言語表現」能力の発達段階に注

目して，山崎が採取して月別に整理した3歳児

（年少児）・4歳児（年中児）・5歳児（年長児）の

「つぶやき」の観察記録を順に追って，いかにも

子どもらしい「つぶやき」の自在な変化を具体的

に明かにする。そして，子どもの表現の変化の奥

に潜む子どもの心理と生活を推察しながら，幼児

教育のありかたについても考えてみる。

最後に，子どもの言語能力の発達と表現形式，

認識能力と言語表現活動の内的関連などについて

先行研究を改めて洗い直し，今後の研究課題を理

論的に明かにする。

［研究方法］1986（昭和61）年4月から

1995（平成7）年3月まで長野県下の幼稚園教諭

として保育実践に携わった山崎が，在職中に残し

た数々の実践記録の中から，幼児の「つぶやき」

として採集・記録したものを，幼児の表現の面白

さ，多様さ，家庭環境による違い，年齢による変

化，言語表現能力の発達との関連，などを意識し

つつ，共同で考察する。

山崎は，1984年4月長野県短期大学幼児教育学
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科に入学し，1986年3月卒業，同年4月から1991

年3月まで学校法人膚州学園・長野北幼稚園（長

野市）に勤務して，年中・年長・年少・年中・年

長組を担任した。次いで同・安茂里幼稚園（長野

市）で3年間，同・さゆり幼稚園（戸倉町）で1

年間，それぞれ主任教諭として幼稚園の管理・運

営にも参加した経験をもつ。9年間という在職年

数は平均4～5年のこの社会では比較的長いはう

で，いわゆるべテラソの部類に属する。9年間の

幼児教育に関する記録や資料は彪大なものになる。

今回使用する資料はその一部である。

この先の理論的考察は，何度も話し合いを重ね

たうえで小林が草稿を執筆して，それを又二人で

検討するという手順を踏んで行くであろう。

ⅠⅠ．3～5歳児の「つぶやき」の観察記録

はじめに

「三つ子の魂百までも」と言われるだけに，そ

こに働く保育者の責任は重い。しかし，子どもの

魅力は尽きることなく，保育者の「苦労」を「生

き甲斐」に変えるほどの力をもっている。

「幼児の園」である幼稚園，そこにおける子ど

もたちの魅力の一つに幼児の言語表現があげられ

る。実際，子どもと一緒にいると，面白い言葉の

使い方をしたり，思いもよらないことを言い出し

たり，短い言葉でその時の自分の気持ちをずばり

表現したり，科学的であったり，さらには哲学的

だとすら感じることもある。

子どもは，言葉ですべてのことを表現できるわ

けではない。笑う，泣く，すねる，はしゃく－，時

には暴力的に振る舞うこともある。頭の先から顔

の表情，仕草，行動そして足の先に至るまで，子

どもの存在そのものが外に向かって何かを表現し

ていると言ってもよい。

しかし，身体的表現，造形的表現，音楽的表現，

その他さまざまの幼児の表現活動の中から，今回

は特に「言葉による表現」に注目して，3歳児

（年少）の4月の入園から5歳児（年長）の3月

の卒園まで，私（山崎）が幼稚園の現場で実際耳

にしたつぶやきの採集記録の中から，月毎に一例

ずつピックアップして順を追って考察を試みた。

本研究を通して，言語表現活動の背後にある子ど

もの置かれている環境も含めて，子どもの成長・

発達について理解を深めたい。

13歳児の「つぶやき」

4月

≪お迎えの時，友だちの弟（赤ちゃん）を見て，

Y男「僕のうちにも同じのあるよ。明日持って

くるね。」≫

入園当初，幼稚園は戟争である。保育者は両腕

に泣く子どもを抱き抱え，服の裾にすがりつく子

どもに合わせて歩き，手の届かない子どもには声

をかける。お迎えの保護者の姿が見えた時は，子

どもにとっても保護者にとっても緊張の解ける時

である。

Y男にとって，赤ちゃんを抱いているお母さん

の姿は日常的なものなのだろう。たまたま今日は，

自分のお母さんが弟を抱いて来なかったために，

このように保育者に知らせてくれたのである。

「あるよ」「持ってくる」とは，物のようだが，ま

だ小さな弟を自分と同じ人間とは認識できていな

い表れである。はたして自分の存在を「生き物」

と捉えているのかどうかさえも，まだ定かではな

い。

次の日，約束どおり，彼の母親は弟を抱いて来

た。「持って来たよ」と言うY男の横で，母親が

「“連れて来た”でしょ」と言ったが，その言葉は

本人の耳には入らなかったようだ。昨日見たモノ

と同じモノを保育者に見せることができた嬉しさ

でニコニコしているだけだった。

5月

≪4，5人で言葉遊びをしている時のこと

先生「今度は難しいよ。『る』のつくものな－
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んだ？」

K男「る－れい（幽霊）。」

T子「それは『ゆ』だよねぇ。」

先生「今度は簡単かな？『し』のつくもの，な
ーんだ？」

T子「しままま（しまうま）。」≫

これは，テラスでお迎えを待つ帰りのひととき

の－コマである。「ゆ」と「る」，確かに区別がつ

きにくい。幼児期に発音の混同はよく見られる。

言葉を正確に聞き取る力も不十分であり，初めか

ら正しい発音ができるわけではない。言葉の獲得

も「模倣」から始まる。2歳になる頃300語，そ

の6カ月後1，000語，5歳頃には2，000語が使える

ようになるというのだから，言語面のこの数字を

見るだけでも子どもの発達はすごい。その中に，

言葉の渡乱が見られるのは当然であろう。

私は4歳頃まで「テレビ」を「チビレ」と言い，

「おきかな」を「おさなか」と言っていたようだ。

また，ある時私の弟に「近かったね」と同意を求

めたことがあったが，その時3歳だった弟は「近

くくなかった。遠くくったよ」と答えたという。

このような事例は，誰にも1つや2つは思い浮か

ぶ。

字を書くようになる5歳の後半，区別のつきに

くい語を間違えて覚えてそのまましゃべっている

子は，書き言葉でも間違えて書いているケースが

多い。例えば，「～してください」を「～くらさ

い」と書いた子がいた。この子はこう覚えてしま

っていたのだと，その時初めて知るようなことも

ある。子どもが自発的にしゃべっていることを無

理に訂正する必要はないとしても，保育者や保護

者は発音の間違いに気づいたら，正しい言葉で話

しかけることが大切だと思う。また，書くことに

よって，その子がその言葉をどう認識しているか

がはっきりする。3歳の時点では，書くことより

聞いたり話したりする経験の積み重ねが大切だが，

話し言葉はいずれ書き言葉につながり，言語は認
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識活動に重要な役割を果たしていることを，この

事例から考えさせられる。

6月

≪先生「T男君　その長靴，素敵だね。」

T男「おにいちゃんのが小さくなったからもら

ったの。この靴，大きくなったら先生にあげる

ね。」≫

T男は真顔でそう言った。普段いたずらをした

り，友だちに手を出したりする子だが，こんなや

さしい気持ちを持っているのだと知った，感激の

時だった。後になって，「靴って大きくなるの？」

と聞き直してみようかとも患ったが，それは彼に

対して意地悪な気がしてできなかった。

7月

≪夕食の時，たけのこ汁を出しました。すると，

K男は「あれ？　このたけのこの中にかぐや姫

入っていないね。お母さん，小さく切っちゃだ

めだよ。」

と，真剣にかぐや姫を探していました。（母親

からの連絡帳より）≫

このK男の表情を想像するだけでも微笑ましく

なる。あわせて，かく巾や姫の物語が彼の中にイメ

ージとしてイソプットされていることが分かり，

嬉しくなる。そして物語の中の「たけのこ」と現

実の「たけのこ」が同じものだと認識しているこ

とも分かる。この日，彼の一家は，たけのこ汁を

気をつけてゆっくり食べたのではないだろうか。

子どものかわいい言葉は，大人の心を温かくする。

8月

≪午後から夕立。窓際で大きな声で，

S男「カミナリさんはどこにいるの？　どこか

らくるの？　バナナあげるからおいで！」≫

物語に登場したりするキャラクターとして，子

どもにはカミナリや鬼は「怖い人」というイメー

ジがある。でも，彼は会ってみたかったのだろう。

自分・の好きなバナナを引き合いに出している。窓

から落ちそうなはど乗り出して，カミナリの音が
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大きければ大きいほど，大声で叫ぶ。そのうち，

元気のいい男の子が寄ってきて一緒になって大合

唱。冷めた大人にこのような遊びはできない。保

育者も「男の子」になれる楽しいひとときである。

9月

≪大好きなおばあちゃんに向かって，

A男「おばあちゃんは，大きくなったら何にな

りたい？　僕ほれ　大きくなったらアメリカへ

行って大きなちょうちょを描まえるんだ。おば

あちゃんも連れてってあげるね。行くときは飛

行機で，帰りはバスだよ。」≫

幼稚園にはたいてい9月頃，祖父母参観日があ

る。親とはまた違ったやさしい日を向けてくれる

人に対して心を開き，「一緒に」いたいと思った

り，何かしたいと思うものである。年齢が50も遣

う祖母を自分と対等に考えている。そして，何か

してあげたいと思っていることが伺える。3歳の

子なりのやさしい言葉に，おばあちゃんは目頭を

熱くしていたように見えた。

小さい頃は，母親の絶対的な愛情が大切だとさ

れる。愛されることを知っている子は情緒が安定

し，他人を信壊し，愛することのできる人になる

のだと思う。自分を愛してくれている人が，母，

父，祖父母…と広がって行き，やがて自分の愛情

を他人に与えることのできる人になっていくので

ある。

10月

≪参観日。風疹が流行し，欠席者が多い。

先生「S子ちゃんも風疹でお休みです。」

M男　ト・先生も風疹なの？」

先生「これはね，ニキビっていうものなの。」

（保護者，大爆笑）》

これは，保護者の前で，私が真っ赤になり苦笑

した時のものである。M男も風疹にかかり，その

症状を体験したばかりだったこともあり，非常に

タイムリーな話題だった。参観日と重なってしま

ったのは，私の不運としか言いようがない。ちっ

とも悪気はなく，観察力の銃い彼であった。

11月

≪先生「この紙芝居怖そうだな。みんな大丈夫か

な？」

H男「僕は男の子だから平気だよ。」

S子「私，女の子だけど大丈夫。」

M子「私，まだ男の子だから平気。早くやって

よ！」≫

「男」「女」という区別あるいは自覚は，いつ頃

から，どのようにして起こるのだろうか。3歳児

でも「男は強い」というイメージがあるらしいこ

とが伺える。このM子の言葉から，「早く紙芝居

をやってほしい」という切実な気持ちが伝わって

来る。彼女は姉と二人姉妹で，家庭でも「女だか

ら」という育てられ方を特にはされていない。育

てられていく中で，子どもたちは「男らしさ」

「女らしさ」のイメージを作らされていくのだろ

うが，彼女の言葉を聞きながら，「男」「女」とい

うよりも「自分らしさ」を大事にしていってほし

いと思った。せめて幼稚園のうちくらいは男女の

区別なく遊んだり生活してほしいものである。

この3年後に転勤先の違う幼稚園で理解ある園

長と巡り会い，園長の男女平等の方針から出され

た，これまでの男女別名簿を男女混合名簿に切り

替えようという捷案に私はすぐに賛成した。そう

提案されるまでは，自分の中にも知らず知らずの

うちに「男女別」で当たり前に思っていた部分が

あった。そのことに改めて気づかされた時だった。

12月

≪お迎えに来たお母さんの顔を見るなり，興奮し

ながら，

Ⅰ男「今日，幼稚園にサソタさんが来たよ。墟

手したんだ。大きくて，あったか－い手だった

よ。『メリー・クリスマス』って言ってたんだ

よ。」≫

3歳の頃など，サソタクロースの存在を疑う余

地などないらしい。憧れの人に会った瞬間，子ど
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もの目は幸福そうに輝いている。子どもにとって

サソタクロースは，目に見えなくても実在するも

のなのだ。

宗教家でもないのにこの時期だけキリスト教に

かぶれるのはなんたることだと言う人もいる。し

かし，クリスマスは，1年の中で楽しい夢が見ら

れる最大のイベントではないかと思う。「サソタ

クロース＝プレゼソトを持って来てくれる人」と

大人は考え，子どももそう思っていると思うから，

大人には厄介な行事かもしれない。

幼稚園ではこの枚会をよい機会と捉え，保育計

画が紐．まれる。サソタクロースやクリスマスに関

する物語に触れ，歌を歌う。保育室内の飾り付け

も工夫して作る。プレゼソトが目的ではなく，昔，

世界中の人を幸せにしたいと思った人がいたこ

と・自分の物や気持ちを人に分けようとすること

は気持ちのいいことであり，それが「やさしい」

ということなのだということ・「夢を信じる」こと

はやがて自分の信念を大切にできることにつなが

る等々のことを思い浮かべながら，私は保育を構

成したものである。

4月からの園生活もずいぶん落ち着き，クラス

としてもまとまるこの頃には，園によっては，劇

や合奏などの発表会が催される所も多い。

1月

≪給食時，急に泣き出し，

K男「今日は僕，お母さんに悲しんでもらう

・・・。」≫

急な出来事に私自身驚き，K男の言葉の意味を

理解するのにずいぶん時間がかかってしまった。

今までに，彼が昼食時に泣いたことなどなかった

からである。何がいつもと違うのかな？　そう

か！弁当が食べ切れないからなんだと，ほんの少

し残っていたご飯から分かった。それにしても，

「お母さんに悲しんでもらう」とは面白い言い回

しだなと感心しながら，「今日はもう無理をしな

いで残そう」と声をかけた。彼はひとまず落ち着
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いて昼食を終えた。

彼のその言葉の言い回しの原因が私にあったこ

とに気づいたのは，別の子と話していた時だった。

彼とは反対に，いつも残しがちな女の子が「全部

食べたよ！」と報告に来た時，私は「今日，お母

さんがお弁当箱を洗おうと思って開けたら，きっ

とすごく喜ぶよ。お母さんに喜んでもらえる

ね！」と，他の子にもよく言う言葉で褒めたこと

があったのである。それで自分で自分の言葉には

っとした。K男の言葉は，実は保育者の私の言葉

の裏返しだったわけである。

2月

≪（家で）テレビの前に立って足を上げている。

母親「どうしたの？何やってるの？」

Y子「テレビの中に入りたいの。テレビに映り

たいんだもん。」≫

こういうつぶやきは，Y子に限ったことではな

い。テレビに入ってみたいと思う気持ちは，子ど

もなら誰でも一度は持ったことがあるのではない

だろうか。

大きなダソボールを子どもたちの前に置いてや

ると，非常に喜ぶ。家になったり，バスになった

り，テレビになったり…。ごっこ遊びにダソボー

ルが1つあると，遊びの幅が広がる。

では，大人だからテレビのメカニズムをよく知

っているかといえば，子どもが満足するような答

えが案外浮かんでこない。子どもと一緒になって，

「テレビに映りたいね」と同意するくらいである。

この頃はホーム・ビデオもずいぶん普及し，自分

がテレビに映ることも可能になった。今後は，Y

子のようなつぶやきは減っていくのだろうか。

私が幼稚園に勤務したこの10年間（1986－1995

年）に，棟概のお陰で生活が非常に便利になった。

その一方で，人と言葉でコミュニケーショソをと

る必要がだんだん少なくなってきているように思

う。この実感は，子どもの、、ごっこ遊び′′（特に

お店屋さんごっこ，おうちごっこ）を見ていて，
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そこから得たものである。初めて私が子どもとお

店屋さんごっこをした10年前からしばらくは，

「八百屋さん」「洋服屋さん」「電気量さん」など

の区別があった。牛乳キャップでお金を作り，

「みかん1つください。」

「はい，5円です。」

という言葉のやりとりをした。お母さん役の子は，

包丁で玉ねぎを刻み，ひき肉と合わせてお団子に

し，フライパソでハンバーグの御馳走を作ってく

れた。それが5年はど経った頃から，みかんはパ

ック入りが登場し，かごやレジスターが出てきて

スーパーマーケット方式に様変わりした。お店屋

さんごっこをするのに「レジ」を作り始めたのに

は驚いた。そして10年後の今では，レジでは「ピ

ッ」という音とともにバーコードで会計処理がさ

れる。さらにお財布の中にはキャッシュカードも

入っている。お母さん役の子が「チソ！」という

音とともに電子レソジでグラタソの御馳走を作っ

てくれた。

言葉のやりとり，人との関わりがふんだんに盛

り込まれたお店屋さんごっこを私は大切に考えて

きたつもりだが，保育者の既成概念（イメージ）

と現在の社会しか知らない子どもたちの持つイメ

ージとの間に「ずれ」が生じ，年々大きくなって

いく。今の子どもたちの遊び全体が，単発的で短

く感じられるのは，社会全体の効率化，合理化，

能率主義と深い関係があるのではないだろうか。

3月

≪桜もちを食べて，

H子「初めて食べたんだ。とってもおいしくて，

ほっべたが赤くなっちゃった。」≫

少ない語彙にもかかわらず，初めての経験を豊

かな表情と併せて言葉で表現している。絵や言葉

を「こう措くんだよ」「こう話すんだよ」と方法

を直接指導しても，その子の本当の表現になると

は思えない。楽しかったこと，感動したこと，自

分で発見したことなど，自分で具体的に経験でき

たことが豊かに積み重ねられてこそ，子どもたち

は自分の言葉や絵で表現したいと思う意欲が出て

くる。そういう考えを大切にして私は指導してき

た。いろいろな体験を実際にどのくらいたくさん

させてあげられるか。そのために，どれだけ環境

条件を整えてあげられるか。－このことが，保

育者に求められる資質の重要な一部分であるよう

に思う。

3歳児の「つぶやき」の考察

覚えたばかりの言葉であるから，シンプルで，

使い方に間違いも多いけれども，3歳児は新鮮な

感覚で，〈自分の〉言葉で表現しようとする。ま

だ事象の因果関係が分かっていないし，言葉の表

現方法の形式も整っていないが，どれもこれも実

に魅力的で面白い。6月の事例のように「靴が大

きく」なったり，9月の事例のように「アメリカ

から帰って来るときはバス」だったり，11月の事

例のように「私はまだ男の子」だったりして，子

どもの思考は広く，まるで無限の可能性をもって

いるような気がする。大きくなるにつれて言葉も

知識も増えるけれど，ある意味では塾や枠にはま

って，柔軟な思考がだんだん失われていくことも

事実である。

体も心も大きく成長していく3歳児。初めての

社会・集団である幼稚園，家庭とは違う雰囲気，

両親とは違う大人達，いずれ友だちになる自分と

似ているようで違う大勢の人々。3歳児にとって，

最初は戸惑いの連続だろう。周囲の環境に慣れる

までの個人差はかなりあるが，落ち着いて回りを

見渡せば，保育者は自分を受け入れてくれるし，

友だちといることも面白いことだと分かって来る。

周囲は家庭とは遣った魅力で満ち溢れていること

を発見するのだ！

言葉の獲得により，自分の思ったことを語り，

質問し，他人の言葉を聞き取り，考える。この繰

り返しによって言葉はどんどん増え，心も発達し
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ていく。こうして3歳児は，それぞれその子らし

い言葉で表現活動を旺盛に展開し始める。

■4歳児の「つぶやき」

4月

≪S子「毛深い人はやさしいってお母さんが言っ

てたよ。私はれ　毛深くないけど，やさしいよ

ね。」》

「毛深い人はやさしい」と確かに昔から言われ

る。それは，毛深い人は温かみが感じられるから

か，見た目の悪さから判断してはいけないという

ことからだろうか。理由は定かではないが，この

言葉に救われる女性は多い。お母さんは，S子の

姉が毛深いことを気にしていたから言ったことら

しいが，隣で聞いていたS子には，若干ショック

だったようだ。彼女には既に「やさしいことは良

いこと」という気持ちが育っていることが，この

言葉から伺える。

5月

≪母の日を前にして，お母さんについて話し合う

中で，

Y子「・‥私はお母さん，嫌い。だって怒ってば

かりなんだもん…。」≫

Y子は4歳（4月）からの入園である。毎朝，

園の門前でぐずり，母親に突き放されて，置いて

いかれる。朝，園に連れて来てどんな別れ方をす

るかで，母親のその子への接し方や親子関係が分

かることが多い。「幼稚園に行きたくない」と言

われると切ないのはよくわかるが，保育室の前で

一緒になって今にも泣き出しそうにしていたり，

なんとか原因を引き出そうと根掘り葉掘り嫌なこ

とを聞き出そうとする親もいる。

保育者としてほ，有無を言わせず保育者に預け

て去って行ってくれる方が有り難いし，案外子ど

もも少しすれば気がおさまり，泣き止むのも早い。

これで家に帰って十分スキソシップをとり，親が

落ち着いて接してくれさえすれば，園に溶け込む
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のも早い。

しかしこのY子の場合は，有無を言わせず預け

て行ってくれるのは有り難いが，幼稚園は行かせ

るのが当たり前という親の態度が感じられ，Y子

の心の奥の「甘えたい気持ち」はほとんど満たし

てもらえていないようだった。家庭訪問に行って

も父親と祖父母が同席していて，専ら父親と保育

者の会話が中心であった。Y子の母親に対するこ

の言葉を聞いた時，いつもむっとしたような表情

でY子を置いていく母親の顔が浮かんできた。

この母親だってY子を愛していたに違いない。

時々Y子のよい出来事をお話しすると，笑顔を見

せてくれた。元々この母親が冷たいわけではなく，

家で母親の置かれている立場こそがこの母親とY

子を作っているのだと分かったのは3年後，Y子

の弟を受け持って再び家庭訪問をした時のことだ

った。父親が「Y子に対しては，女の子で第一子

であったこともあり，かなり厳しく育てました。

弟のM男は男の子ですから，あまり小さなことに

こだわらず，たくましく育てたいと思っていま

す」と話してくれた。

姉と同じようにM男も登園を渋ったことがあっ

た。泣くM男の前にしゃがんで，涙を拭きながら

笑顔で話しかけているその母親が，同じ人とは思

えないくらいだった。

6月

≪窓に雨があたるのを見て，

N男「窓にひびができちゃったぞ。…あー，今

度は窓が汗びっしょりになったよ。」》

雨の日はとかく憂鬱なのは，大人の感覚なのだ

ろう。子どもにとっては雨もまた楽しいのである。

「神様のおしっこだぞ」とか，「お空が泣いている

よ」などという詩的な言葉も多く聞かれる。人間

が生活していく上で「水」はなくてほならないも

のだが，子どもにとっても「水」は，「水」とい

う言葉の範囲におさまらない非常に広い意味をも

っている。
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7月

≪七夕の笹に短冊をしぼりつけながら，

K子「おみくじみたいだね。何か良いこと，あ

るかな？」》

木の枝におみくじをくくりつけることと笹に七

夕の飾りを付けることは確かに似ている。半年前

のお正月に，K子はおみくじを引いたのだろう。

4歳のこの頃になると，自分が経験したことと似

ていることを結び付けられるようになっているこ

とが分かる（K子は，正確に言うとこの時既に5

歳になっていたが）。

また，七夕の短冊に書かれた願い事を見てみる

と，個人差はあるが，3歳の頃は「メロソが食べ

たい」「おもちゃが欲しい」など具体的で身近な

ことからの願い事が多く，4歳では「ロケットに

乗りたい」「セーラームーソ（アニメの人気キャ

ラクター）になりたい」など夢の世界も広がり，

5歳になると「お泊まり保育の日，晴れますよう

に」「幼稚園の先生になれますように」など，現

実的な願い事もするようになる。

七夕など毎年巡って来る行事を通して，毎年同

じ作業をすることがある。例えば，色紙で作る

「輪つなぎ」などがその一例である。3年間見て

いると，このような時にも子どもの学習能力の高

さ，成長の速さを感じる。3歳児の7月の時点で

は1つの輪を作るのもままならない。のりの使い

方もひどいものである。ましてや，つなげること

を理解させることなど容易ではない。子どもと一

緒に作りながら，つなげるのは保育者の作業にな

る。しかし5歳ともなれば，友だちと長さを競っ

たり，友だもの物とつなげるともっと長くなるこ

とを知って喜び，自然に共同作業が始まるように

なる。保育者は色紙の提供者という脇役に徹する

ことになる。

幼稚園中に飾られた笹飾りを見ながら，子ども

の願い事について保育者同士で話し合ってみると，

また新しい発見があり，子どもに対する思いが深

くなったりすることもある。

8月

≪モコモコしている雲を見上げながら，

R男「おもしろい雲がたくさんあるね。あー，

あの雲，ポップコーソだ！」≫

真夏，青空には入道雲。まさにポップコーンで

ある。「雨」について先に少し触れたが，雲もや

はり自然の魅力的な創造物である。人間が作為的

には作り出せない自然の美しさの前では，大人も

子どももない気がする。遊びの手を少し休めて，

空想の世界に浸る。

この後で，他の雲を見て他の子が「魚だ」「あ

れはアイスクリームだ」などと言い出し，はては

「あの魚，ポップコーソもアイスクリームも食べ

ちゃうんじゃない？」と，お話し作りにまで発展

する。

9月

≪かけっこの時，走った後で，

J男「僕の靴，火がついたみたいだよ。あっい

なあ。やけどしそうだよ。」≫

J男がどれほど一生懸命走ったかが分かる言葉

である。

10月

≪先生「あっ，キソモクセイのいいにおいがする

よ！」

S子「ちょっとだけね。先生の鼻の穴，大き過

ぎるんじゃないの？」》

秋の少しひんやりとした天気の良い日，園外へ

お散歩に出た。実りの秋はこれまた発見の連続で

ある。青空，ススキ，リソゴ，柿，トソボ等々。

たまたまキソモクセイの匂いが漂ってきた。この

匂いに思い出のある私は，どんな顔でこう言った

のだろう。S子の言葉から想像できるような気が

する。目に見えるものについては話題にし易いが，

「匂い」とか「感触」，了虫の声」など，なんとな

く感じるものについては素通りしがちである。子

どもたちと一緒に生活するなかで子どもの感性を
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磨きたいと思うなら，保育者自身が感性を磨かな

ければならないだろう。そして，感じたことを言

葉にして伝え合うことで，感性も豊かな表現力も

育っていくのではなかろうか。

11月

≪大きなダソボールを皆で青く塗っている時，

T男「きれいな空みたいだな。よーし，もっと

もっと広い空にしちゃおうぜ！」》

4歳の秋が深まる頃は，落ち着いて行動できる

し，友だちとの関係も充実して集田遊びを喜ぶよ

うになってくる。友だちと協力して製作するのに

とても良い時期だと思う。「作品展」もこの頃催

す園が多い。

この日は，皆が乗れるロケットを作ってみよう

ということになり，数人の子がダンボーをルー面

青く塗り始めた。T男がこの言葉を発した背景に

は，大きなダソボールや大量の絵の具などの環境

条件，T男の想像力，そして友だちと協力するこ

とで自分一人だけの時以上の力を出して活動でき

たこと等があげられる。大胆な行動ができたこと

で，心も今まで以上に開放されたされたのだろう。

子ども自身が自分から意欲的に活動している姿は，

まさに輝いている。

12月

≪先生「D男君，お着替えがんばれ！」

D男「うん。でも，だめだよ。このズボソ脱げ

ないぞ。ボソドでひっついているみたいだ

よ。」》

わりといつも着替えの遅いD男である。さっさ

と着替えて早く遊ばせたいと思うが，なかなか進

まない。ましてや冬になると厚着になるので余計

時間がかかる。そうかといって着替えをする意志

が本人にあるようだし，遅いが自分でできるのだ

から，保育者としては言葉で励まして見守るしか

ない。

この朝は，私の気持ちの中に「お母さん，もう

ちょっと着替えやすい物を著させてよ！」という
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いささか非難めいた感情とD男を急かす気持ちが

あった。私は，D男のこのユーモア盗れる返答で

出端をくじかれ，思わず吹き出してしまった。

この日の保育が終わった帰り際に，ふと今朝の

出来事を思い出した。ひょっとしたらD男は，私

の急かす気持ちを感じて晒嗟の言い訳ではぐらか

したのではなかったのか…。そこまで意図的では

なかったかもしれないが，あの時私の気持ちが穏

やかでなかったことを改めて反省させられたので

ある。

1月

≪昼食時，ナプキソを使わずにハソカチを使って

いるので，

先生「ナプキソないの？」

Y男「あるけど，…休ませてあげるの。いつも

使っているから。」》

前述の4歳児のY男のつぶやきとよく似ている

ようだ。4歳児もこの頃になると「言い訳」がと

ても上手になってくる。「自分がそうしてみたか

ったから」と素直な言い方をしない。「お母さん

がそう言ったから」とか「箸が落っこちた」とか

「牛乳瓶が倒れた」などと，原因を自分が請け負

うより他人のせいにしたり，単なる自然現象でで

もあったかのように説明して言い逃れることがよ

くある。理にかなった科学的な説明ができるよう

になるのはもう少し先になる。

2月

≪先生「R子ちゃんは，弟のT男君と仲良しだ

ね。」

R子「うん。でも私が風邪をひいても，T男君

はひかない時もあるんだよ。」》

何でも同じだということは，仲良しであるとい

うことの証拠のようなものなのである。R子は弟

が大好きで，とても可愛がっている。共に生活す

る中で「兄弟一緒」ということは多い。自分と同

じくらいの年齢でしかも同じ親をもつ「兄弟」と

いうのは「一番身近な自分とは別の人」なのであ
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る。自分と比べて共通点を見つけたり相違点を見

つけたりしながら，「自分」と「他人」の区別を

認識していくのではないだろうか。

3月

≪先生の耳元で，

N男「あのね，僕ね，お母さんが運転している

時，いっつもちょうきん（緊張）しているんだ

よ。」（お母さんは免許取り立て）≫

「緊張する」という難しい言葉を使うようにな

ったN男。「ドキドキする」という言い回しは分

かりやすいので，幼稚園でも使う。お母さんが運

転した後で，「緊張した！」とでも言ったのだろ

うか。大人が普段使っている言葉を子どもはいつ

の間にか獲得してしまう。人の動作や表情や状態

とその時その人が話した言葉とを関連づけ，自分

の感覚で捉えることができる能力を，すごい！と

感心する。母親が自分の子どもの言葉を聞いてい

て，自分の口癖に気づいたという人もいる。ある

人は，子どもが立ち上がる時「どっこいしょ」と

言うのを聞いて，恥ずかしかったという。

4歳児の「つぶやき」の考察

自己主張の多い3歳の時期から他人と協調でき

るようになる5歳までの間に，4歳という期間が

ある。何をしてもかわいい3歳児，力の限りを表

現できる5歳児。－その間の4歳児って何が特徴

かしら？と他の先生方と話すことがあった。「過

渡期」と言ってしまえばそれまでだが，実は4歳

児は甘えながらも自立の方向に向かう「不安定な

時期」なのである。保育者の考え方や援助の仕方

で，その後のその子の成長発達に影響を及ぼす大

切な時期である。4歳児は，保育者との倍額関係

を一層確かなものにしながら，徐々に友だちを求

軌　集団の仲間入りをし，社会に目覚め始める時

期なのである。

「つぶやき」の事例を見ると，自然や行事との

関わりが多くなっている。また，人と関わる中で

の「つぶやき」が多くなっている。これは，自分

の感覚，自分の感情の赴くままに自分流の形式で

自由にしゃべっていた3歳の頃の言葉から，他人

と共有でき，他人と分かりあえる言葉を多く使え

るようになってきたためであろう。

4歳の時をしっかり歩むと，5歳になってから

大きな力を発揮するようになる。

■5歳児の「つぶやき」

4月

≪K男「どうして雨降ったかって言うとね，お母

さんが畑の野菜と一緒に雨降れ！ってお願いし

すぎたんだよ。こんなに降ったら，傘に穴があ

いちゃうね。」≫

連日雨の降らない日が続いた。久しぶりの雨降

りにホッとする。K男の母親は毎日待ち望んでい

たから，今朝はさぞかし喜んでいたことだろう。

K男の家には畑はない。少し離れた所に土地を

借りてキュウリやトマトなどを作るという。食卓

に出される野菜が少しでも自分の見ている中で育

てられ収穫された物であってほしいし，できるこ

となら子どもも栽培に携わってほしいものだ。今

の時代，それもぜいたくで貴重な経験になってし

まっている。

5月

≪A男「先生l T男君のアサガオ，芽が出たよ。

チョウチョみたいに可愛いよ。」≫

連休明け，アサガオの種蒔きをした。6月に入

る頃，二十日大根の種を蒔く。種蒔きをした経験

のある子もいるが，ほとんどの子はない。やはり

自分で蒔いたものは，それだけ愛着も湧き，大切

にする気持ち，育てる気持ちが生まれる。種蒔き

の時，種の小さいことに子どもたちは気づく。気

をつけていないと，掌（てのひら）から落として

ペソをかきながら又もらいに来ることになる。種

を大事そうに蒔き，「きれいな花が咲きますよう

に」「大きくなりますように」とお願いする。水
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をやることを教える。

やがてアサガオの芽はトソネルのように出てき

て，双葉になる。先のA男の言葉は，それを見つ

けた時のものである。その言葉に他の子も刺激さ

れて見に行く。そして，自分のアサガオの成長に

強い関心をもち始める。一人の発見がクラスの他

の子どもたちに広がり，皆で驚き感動する。集団

の良さを感じるのはこういう時である。

種蒔きをきっかけに，私は，『そらいろのたね』

（なかがありえこ・文）という絵本を読み聞かせ

る。家が咲き，どんどん大きくなっていく話で面

白い。

飼育・栽培は「生命（いのち）」に関する学習を

する大切な場である。ウサギの赤ちゃんを見た時，

アサガオが咲いた時，大きなサツマイモを収穫し

た時など，驚き感動する場面はたくさんある。自

分で愛着を感じて育ててこそ，感動は残る。

抽象的な言い方になるが，子どもたちに「皆の

心の中にも小さな種があるんだよ。大事に大事に

育てると，大人になる頃素敵な花が咲くよ」と話

して聞かせる。ある時には「皆もお母さんのおな

かの中にいる時は小さかったんだよ」と話すこと

もある。大きくなったら忘れられてしまうことか

もしれないが，自分を愛してくれている人がいる

ことを感じていてはしいものである。

6月

《母親「S子ちゃん，おうちの庭のバラが咲いた

ら，幼稚園に持って行ったらどう？」

S子「うん…。でも，あのバラ，幼稚園バスに

乗るかな…。」≫

お母さんはしばらく笑いが止まらなかったそう

だ。S子は真面目に答えたので，なおさらおかし

かったのだろう。木ごと幼稚園バスに乗せようと

考えていたのだと想像すると，愉快である。

7月

≪Y子「雨さんって，線書くのじょうずだね。ま

あ一つすぐ点々って。」≫
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思わず「そうだねぇ」と心から感心してしまう。

字を書くことに興味をもったり，絵を措きながら

勢いのよい線を措いたりできるようになったから

こそ，このようなつぶやきが出てくるのだろう。

窓に当たる雨を見ていると，いろいろな模様を措

いてくれて楽しい。子どもとの話題も尽きない。

8月

≪母親「E子ちゃん，キュウリ食べると美人なお

姉さんになるんだって。」

E子「お父さんもキュウリ食べなさい。美人な

男になるよ。」≫

お父さんは苦笑してしまったことだろう。そし

て，E子の語り口は母親にそっくりだったに違い

ない。ままごと遊びをしていると，その子の家庭

の様子が想像されることがよくある。「お姉ちゃ

ん，学校に遅れるわよ。早く起きなさい」などと

いうお母さん役の子。ビールを片手に新聞を見る

お父さん役の子。バブバブ言いながらはいはいし

ている赤ちゃん役の子。しかし赤ちゃん役の子は

「今，赤ちゃんはおなかがすいて泣いているとこ

ね」と解説しないと相手にされなくなることもあ

り，役になりながらも場面設定を考えながらナレ

ーショ：／を入れる。お母さんが我が子のごっこ遊

びを見たら，ドキッとするのではないだろうか。

幼稚園ごっこも同じである。特に叱っている先生

役の姿を見ると，赤面してしまう。さらには，特

定の子を名指しで叱っている様子には参ってしま

う。

9月

≪M男「明日の運動会がんばるね。おうちから行

進しながらくるね。今日は暑いね。お日さま2

つあるのかな。」≫

運動会の楽しさを知っている子どものつぶやき

である。張り切っている様子が伺える。また，運

動会前日の暑さを，面白い表現で知らせている。

9月中旬は確かにまだ暑い時期である。

運動会だからということで暑い時期に，リレー
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だ，行進だ，リズムだ，体操だ，ゲームだ，はて

はマーチソグだと，あれこれやり過ぎると嫌にな

りやすい。また，保育者の心構えや指導計画，実

際の指導方法によっても子どものやる気は変わっ

てくる。

時々，幼稚園の運動会の在り方について問われ

ることがある。種目数，競技内容，日程の他に，

親からよく言われることは，練習で子どもに負担

がかかり過ぎていないか，できないことを強要し

ているのではないか等である。

しかし，実際に本番の運動会を見ると，よくや

ったなと親として満足し納得して済んでしまう。

確かに親や保育者に認められることで子どもは満

足し，大きな成長の跡を見せてくれるので，「良

かったね」で終ありがちになる。そして次の年の

運動会が近づいてくると，又同じように練習がは

じまり，同じようなことが繰り返されていく・‥。

本当にこれでいいのか。3年も（3年とは限ら

ないが）保育者を経験すると，毎年同じような過

ちを繰り返していることに気づくようになる。運

動会とはいったい何なのか，運動会を通して子ど

もたちに何を経験させたいのか，何を育てたいの

か。これらの根本問題について基本的な考え方が

しっかりしていないと，見せかけのためだけの運

動会に向けて苦しい練習が始まってしまう。

運動会終了後の反省会で，これらの点について

重点的に話し合うことが肝心である。むしろその

ことの方が，出来栄えや運営の反省よりもずっと

大切である。

運動会とは「発達段階に応じたく運動〉　という

表現方法で自分の力を発揮する場だ」と考えれば，

おのずから取り組み方も変わってくるはずである。

運動会は，子どもたちの毎日の生活・遊びと結び

付いている運動を身体表現というかたちで競い合

う場だということを忘れてはいけない。1～3年

のプラソで保育を組み立てて，その中に運動会を

位置付けてこそ，運動会は意味をもつ。子どもた

ちが楽しみに待ち望むような運動会にしたいもの

だ。

10月

≪ビニール袋に空気を入れながら，

M男「台風19号，この中にたくさん入ったよ。

・‥ほら，風なくなったでしょ。」≫

台風のニュースが連日テレビを賑わしている。

実際に風や雨の強さを感じて，このような言葉が

聞かれるようになるのだろう。自然現象や社会現

象にも目を向け関心がもてるようになる5歳児。

その関心を遊びの中でひょいっと口に出せるのだ

からすごいと思う。

11月

≪A子「先生，クイズだよ。帽子をかぶったノッ

ポさんを見つけたよ。これ，なーんだ？　答え

は，ドソグリで－す。」》

3歳になる頃から「なぜ」「どうして」と質問

を浴びせる子ども。逆に大人からの簡単ななぞな

ぞ・クイズも喜ぶ。クイズの楽しさを覚えると，

答えるだけでなく自らも出題者の側に回る。答え

を連想させるようないろいろな言葉で言い表すの

は大変なことだと思う。しかも，自分だけが分か

るのではなきく，他者にも伝わらなければ面白く

ない。5歳でその機能を使って遊べるようになる

なんて，なんてすごいことか。　月1回開かれる

お誕生日会などの機会にレクリェーショソとして

クイズを出してやることが多い。3歳の頃「赤く

て，おいしいもの，なぁ一に？」と問えば，春頃

は「イチゴ」と答え，夏になると「トマト」とい

う子もいるし，秋には「リソゴ」と言う子が多い。

5歳になると，季節を問わず「リンゴ」という答

えが先ず出てくる。長野という地域性だからだろ

うか。「イチゴ」や「トマト」と答えさせるには，

「つぶつぶが付いている」「線の帽子をかぶってい

る」など，もう一つ二つヒソトがないと答えられ

ない。それは，それだけ「赤い食べ物」という共

通項の中身を具体的に幾つか考えることができる
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ようになっている，そしてさらにそれらの相違点

をも区別して認識できるようになっている，とい

う証拠だろう。

4歳の時，しりとりで「ルーレット」「竿」な

どという知らない子もいそうな言葉が出てきた時

にも驚いたが，A子は自分の言葉でクイズを作れ

るようになったのだなあと，この時感激した。さ

らに，「言葉」というものが共通のイメージを持

つことのできる手段として役立っていることも，

改めてこの時感じたのである。

12月

≪0子「うちのお父さん，今日帰って来ないっ

て。」

先生「えっ？　それは寂しいね。…どうし

て？」

0子「お酒で酔っぱらっちゃうからなんだ

よ。」≫

0子の寂しそうな様子にちょっと考え過ぎてし

まった私。〇千の最後の言葉を聞いて安心して，

ついでに笑ってしまった。忘年会のシーズソ真っ

盛りのこの頃。子どもには分からない大人の世界

をどんなふうに感じているのだろう。

1月

≪仲良しの友だちが厚着しているのを見て，

S子「A子ちゃんてば，小錦みたいだよ。鏡見

てごらん。」≫

S子の鋭い感覚。A子の厚着姿が引き出した言

葉であるが，ちょうどこの頃，相撲界では小錦に

敵なしで靡わっていた。その体格の良さといい，

愛嬢のあるキャラクターといい，印象に残りやす

い。もう既に大人と同じようにマスメディアの情

報をちゃんと受け止めている子どもである。

2月

≪K男「ねえ，こっちの目とこっちの目の間にお

肉があって離れているのに，見るものはどうし

て1つに見えるの？」≫

素晴らしい発見である。右目だけで見ても左目
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だけで見ても一つ。両目で見ても一つというのは

確かにへソである。片目ではうまく歩けなかった

り物がっかめなかったりして不便であることを幾

つかやらせてみたが，あまり納得していないかも

しれない。良いことに気づいたことを認め，他の

動物も皆二つの目を持っているのかな？などと考

えさせてみた。このような科学的な，不思議に思

う心を大切にしてやりたいものだ。

3月

≪T子「毎日は毎日来るけど，毎臥　違う毎日な

んだよね。」≫

どこから，このような言葉が出てくるのだろう

か。「毎日」という言葉と実際の「毎日」。抽象的

な言葉であるが，小学校へ上がる頃になるともう

既にたくさんの抽象的な言葉を理解している。

「心」「夢」「時間」「正解」「真剣」「成功」「失敗」

「譲る」「だます」「唱える」など・など。

T子にとって，毎日は違う毎日らしい。大人に

とって「毎日」とは何だろう。毎日同じ毎日では

なかろうか。毎日違って，毎日夢や希望に溢れて

いて，毎日を楽しんでいる子どもたち。大人にと

っても「時間」は子どもと同じだけ平等にある。

大人も毎日を違う毎日と感じられる豊かな感性の

日々でありたい。

5歳児の「つぶやき」についての考察

自然に対する素直な驚き，社会の情報の取り込

み，科学に向ける関心などが，「つぶやき」の中

からも分かる。大人が見過ごしている，あるいは

分かったつもりになっている日常の中で，子ども

は非常に鋭い感覚と日を持って，知らないことを

知ろうとする知的好奇心で迫って来る。

大人の庇護から飛び出して，自立した一人の人

間になろうとする姿が，5歳児のここに見られる。

Ⅲ．3～5歳児の「つぶやき」の全体的考察

子どもの「つぶやき」を通して，その子が見え
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てきたり，家庭が見えてきたりする。時には保育

者自身の姿が見えてきたり，社会を映し出したり

もする。子どもの「つぶやき」から学ぶことは多

い。たった一言に感心させられ，驚かされ　考え

させられてしまう。

今回整理した「つぶやき」の記録から，3歳で

は自分なりの言葉で自分を表現しようとしている

ことが分かるし，その後の4，5歳児でも五感を

通して四季・自然・社会・人間関係などの環境に

働きかけ，体験をくぐり抜ける中から，確かな感

触として実感できるものがあったからこそ，素晴

らしい言葉が生まれてきたことが分かる。「つぶ

やき」の記録を積み重ねることによって，子ども

の育ちの様子も見えてくる。

言葉はコミュニケーショソの手段としての機能

と認識の道具としての機能を持っている。幼児期

における言葉の獲得は，人間が人間らしく成長発

達するために欠かすことのできない大切な活動で

あることを，今回再確認することができた思いが

する。

最後に一言。蛇足かもしれないが，子どもの言

葉を追うことでその子のすべてが分かるわけでは

ないということを付け加えておきたい。言語表現

活動は消極的で平凡であっても，その時々の感情

やそれに伴う表情も大切な表現方法なのだ。言葉

にはならない感覚も大事だと思っている。極端な

場合，ほとんど言葉を発しない子もいる。だから

といってその子が豊かな感覚や感情が乏しいかと

いえば，決してそうとは言い切れない。縄跳びを

している姿が生き生きしていたり，飽きもせずに

じっと虫を見ている子だっている。感情が豊かで

すぐに泣き出す子もいる。言語表現以外にも多様

な表現方法はいくらでもあるし，子どもの場合に

はむしろ言葉以外の表現手段に訴えるケースの方

がはるかに多いかもしれない。だから，これまで

見てきたように，子どもたちは言葉でこれだけ素

晴らしい自己表現ができるとしても，言語表現活

動が比較的苦手な子どもが秘めているそれ以外の

表現の可能性を見落とさないように留意したいと

思う。
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